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10
月
９
日
、
栃
木
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
会

員
相
互
の
交
流
と
健
康
増
進

を
目
的
に
、
令
和
７
年
度
会

員
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、

総
勢
123
名
が
参
加
し
た
。　

　

開
会
式
は
、
は
じ
め
に
荒

金
会
頭
よ
り
挨
拶
、
そ
し
て
、

総
務
組
織
委
員
会 

渡
邊
委
員

長
か
ら
ル
ー
ル
説
明
が
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
３
つ
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
荒
金
会
頭
の
始

球
式
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

当
日
は
秋
風
が
吹
く
中
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
プ

レ
ー
終
了
後
に
は
、
表
彰
式

を
開
催
し
た
。
表
彰
式
は
、

膝
附
副
会
頭
の
乾
杯
で
幕
を

開
け
、
そ
の
後
、
成
績
発
表

を
行
い
、
す
べ
て
の
参
加
者

に
豪
華
賞
品
が
贈
呈
さ
れ

た
。
最
後
に
、
見
事
な
ス
コ

ア
で
優
勝
と
な
っ
た
伏
木
克

元
氏
（
田
源
石
灰
工
業
㈱
・

ネ
ッ
ト
68.4
）
に
、
荒
金
会
頭

か
ら
優
勝
杯
が
手
渡
さ
れ

た
。

　

終
始
和
や
か
な
表
彰
式
と

な
り
、
若
菜
副
会
頭
の
閉
会

の
挨
拶
で
盛
会
の
う
ち
に
終

了
し
た
。

　

10
月
22
日
、
令
和
７
年
度
会

員
旅
行
「
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
、
29
名
が
参
加
し
た
。

　

今
年
度
は
、
山
梨
県
甲
府
市

を
訪
れ
武
田
信
玄
ゆ
か
り
の
地

を
巡
っ
た
。
は
じ
め
に
訪
れ
た

「
武
田
神
社
」
で
は
、
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
案
内
で
、

神
社
が
こ
の
地
に
あ
る
意
味
や

普
段
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
逸

話
の
解
説
を
う
け
、
そ
の
後
、

参
拝
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
「
酒
折
ワ
イ
ナ

リ
ー
」
で
は
、
製
造
工
程
や
地

下
セ
ラ
ー
を
見
学
し
、
最
後
に

ワ
イ
ン
や
葡
萄
ジ
ュ
ー
ス
を
試

飲
し
た
。
酒
折
ワ
イ
ナ
リ
ー
は

高
台
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
甲
府

市
内
の
景
色
を
な
が
め
な
が
ら

試
飲
を
楽
し
ん
だ
。

　

昼
食
会
場
で
あ
る
「
湯
村
温

泉
常
磐
ホ
テ
ル
」
は
、
皇
室
御

用
達
の
創
業
95
年
の
歴
史
あ
る

ホ
テ
ル
で
あ
り
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
の
窓
越
し
に
広
が
る
三
千
坪

の
日
本
庭
園
は
圧
巻
で
あ
っ

た
。
食
事
は
広
々
と
し
た
個
室

で
和
会
席
の
食
事
を
ゆ
っ
く
り

堪
能
し
た
。

　

最
後
の
「
甲
州
夢
小
路
」
で

は
、
大
正
・
昭
和
の
街
並
み
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
商
業
施
設
を
、

小
雨
が
降
る
中
で
あ
っ
た
が
、

趣
あ
る
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら

過
ご
し
た
。

　

当
日
は
11
月
並
み
の
寒
さ
と

な
っ
た
が
、
見
学
地
や
バ
ス
車

内
で
は
、
会
員
同
士
の
会
話
も

弾
み
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

一
日
と
な
っ
た
。

　

令
和
４
年
か
ら
４
回
目
を
迎

え
た
会
員
旅
行
で
あ
っ
た
が
、

次
回
も
期
待
を
超
え
る
よ
う
な

企
画
に
つ
と
め
る
の
で
ご
期
待

を
。

　

10
月
21
日
、
当
所
に
お

い
て
、
振
興
委
員
連
絡
会

議
を
開
催
し
た
。

　

会
は
は
じ
め
に
、
事
業

継
続
力
強
化
計
画
策
定
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
栃
木

県
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支
援
協
定

に
基
づ
く
、
地
震
・
自
然

災
害
リ
ス
ク
の
被
害
想
定

と
、
新
型
感
染
症
へ
の
対

応
等
を
考
慮
し
た
事
業
継

続
力
強
化
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　

続
い
て
の
会
議
で
は
、

上
期
の
事
業
報
告
に
加

え
、
当
所
組
織
の
強
化
を

図
る
た
め
の
会
員
加
入
勧

奨
や
、
地
域
商
工
業
の
総

合
的
な
改
善
発
展
を
目
的

と
し
た
提
言
・
要
望
ア
ン

ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の
説
明

が
さ
れ
た
。

優勝された伏木克元氏

武田神社

常磐ホテル エントランス
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振
興
委
員
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
を
開
催
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10
月
18
日
・
19
日
、
栃
木
市
と
当
所
の
主
催
に
よ
る
「
第
46
回

栃
木
市
の
産
業
と
物
産
展
」
を
、
蔵
の
街
第
一
駐
車
場
を
会
場
に

開
催
し
た
。

　

産
業
と
物
産
展
は
、
本
市
産
業
の
発
展
と
中
心
市
街
地
活
性
化

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
会
場
に
は
物
販
、
飲
食
、
展
示

等
の
ブ
ー
ス
に
加
え
、
栃
木
市
の
友
好
親

善
都
市
で
あ
る
北
海
道
滝
川
市
の
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
等
、
25
事
業
所
が
出
展
し
た
。

　

初
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
い
、
産
業
振
興
委
員
会
顧
問
の
若
菜

副
会
頭
の
挨
拶
に
続
き
、
小
池
委
員
長
の

発
声
で
開
展
し
、
商
品
を
買
い
求
め
る
お

客
様
で
会
場
内
は
終
日
賑
わ
い
を
み
せ

た
。

　

今
回
の
開
催
に
あ
た
り
、
出
展
事
業
者

の
皆
様
並
び
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆

様
方
に
は
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
「
第
23
回
蔵
の
街
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」
が
、
10
月
18
日
・
19
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
と
ち

ぎ
山
車
会
館
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
と
ち
ぎ
秋
ま
つ

り
の
開
催
が
な
い
年
に
、
中
心
市
街

地
の
賑
わ
い
創
出
の
た
め
隔
年
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
々
員
店
舗

で
の
「
お
得
だ
値　

大
盤
振
る
舞
商

店
街
」
を
は
じ
め
、「
栃
木
市
の
産

業
と
物
産
展
」（
右
記
参
照
）、
協
力

団
体
に
よ
る
「
と
ち
ぎ
蚤
の
市
」
等

も
同
時
開
催
さ
れ
、
終
日
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。

　

当
所
で
は
11
月
21
日
、
事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」
の
基
礎
知

識
か
ら
、
認
定
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
や
申
請
の
流
れ
な
ど

実
務
に
備
え
た
内
容
を
解
説
し
ま
す
。
当
所
と
共
に
計
画
策

定
を
支
援
す
る
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
か
ら
講
師
を
招

き
、
セ
ミ
ナ
ー
後
の
申
請
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

■
日　

時　
　

令
和
７
年
11
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

■
会　

場　
　

栃
木
商
工
会
議
所 

会
議
室

■
参
加
費　
　

無
料

■
申　

込　
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

当
所
で
は
、
日
頃
よ
り
会
員

企
業
の
経
営
課
題
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

内
容
に
応
じ
て
専
門
相
談
員
に

よ
る
相
談
会
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

■
事
業
承
継
相
談
会

開
催
日　

11
月
25
日
（
火
）

相
談
員　

栃
木
県
事
業
承
継

　
　
　
　

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

■
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

開
催
日　

12
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

12
月
16
日
（
火
）

相
談
員　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
―

■
金
融
相
談
会

開
催
日　

12
月
11
日
（
木
）

相
談
員　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　

佐
野
支
店
国
民
生
活

　
　
　
　

事
業

■
知
的
財
産
権
相
談
会

開
催
日　

１
月
９
日
（
金
）

相
談
員　
（
公
財
）栃
木
県
産
業

　
　
　
　

振
興
セ
ン
タ
ー

※
ご
相
談
の
際
に
は
、
事
前
に

　

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

当
所
で
は
12
月
３
日
、「
人
事
評
価
制
度
」
勉
強
会
（
主

催
（
公
財
）
栃
木
県
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
・
当

所
共
催
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
勉
強
会
は
、
人
事
評
価
の
あ
り
方
や
評
価
方
法
を
理
解

し
、
自
社
の
運
用
に
連
動
さ
せ
、
企
業
と
社
員
が
共
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
講
師
に
は
、
㈱
メ
ッ

ク　

代
表
取
締
役
で
チ
ー
フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
丹
野
喜
仁

氏
を
迎
え
、
実
務
に
活
か
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
日　

時　
　

令
和
７
年
12
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
会　

場　
　

栃
木
商
工
会
議
所 

会
議
室

■
参
加
費　
　

１
名　

１
，
０
０
０
円
（
税
込
）

■
定　

員　
　

15
名

第
46
回 

栃
木
市
の
産
業
と
物
産
展
を
開
催

第
23
回 

蔵
の
街
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　

℡
23
-３
１
３
１

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
開
催
案
内

「
人
事
評
価
制
度
」勉
強
会 

開
催
案
内
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口
座
振
替
日

11
月
25
日(

火)

一掃強化期間  11/1~11/30
『働くを守る 暮らしを守る 労働保険』

栃木労働基準監督署 ℡24 - 7 7 6 6　
栃木公共職業安定所 ℡22 - 4 1 3 5

すべての労働者と使用者に適用されます

令和７年１０月１日発効

時
間
額

必ずチェック︕最低賃金︕
働く人と雇う人のためのルールです︕

栃木県の最低賃金

なお、塗料製造業除く特定最低賃金は当面の間、栃
木県最低賃金が適用になります。
詳しくは、栃木労働局労働基準部賃金室 （ –

– ）又は、最寄りの労働基準監督署にお
問い合わせください。

もう、チェックした？

栃 木 労 働 局
最低賃金特集ページ

準華
©栃木労働局

栃木労働局からのお知らせ

円

ク
ー
ル
ビ
ズ
終
了
の

お
知
ら
せ

令
和
７
年
度
分

会
費
口
座
振
替
の

　
　
　
お
知
ら
せ

　

10
月
31
日
を
も
っ
て
ク
ー

ル
ビ
ズ
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
引
き
続
き
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
お
よ
び

節
電
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

10
月
23
日
に
口
座
振
替
が

で
き
な
か
っ
た
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
11
月

25
日
に
再
度
口
座
振
替
の
手

続
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
改
め
て
ご
指
定
口
座
残

高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

※
口
座
振
替
の
お
手
続
き

を
ご
希
望
の
方
は
、
総
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　「労働保険（労災保険・雇用保険）」は、労
働者の業務上又は通勤途上での負傷などと失
業の場合に保険給付を行うもので、労働者を
使用する事業主は法律で加入が義務づけられ
ています。
  まだ、加入手続をされていない事業主の方
は、労働基準監督署又は公共職業安定所で加
入の手続をしてください。
  詳しくは、最寄りの労働基準監督署又は公
共職業安定所にお尋ねください。

A3
A－B

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課　

℡
23
-３
１
３
１

労働保険未手続事業
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NO.455 令和７年11月10日発行 編集／青年経営者会

青年経営者会NEWS

青年経営者会 創立４０周年記念式典・祝賀会を挙行
　当会では10月25日、市内において、創立40周年記念式典・祝賀会
を大川市長、荒金会頭並びに副会頭、日本商工会議所青年部 中村副
会長、関東ブロック商工会議所青年部連合会 高倉会長、栃木県商工
会議所青年部連合会 昆会長、県内外青年部会員、当会ＯＢなど多数
の来賓のご臨席のもと盛大に開催した。
　記念式典では、藤平直前会長と髙橋総務委員で結成したお笑いコ
ンビ「フタクチこんせんと」が会場を和ませた後、松島会長より「創
立40周年の節目の年を迎えるにあたり、商工会議所をはじめとする
関係各位のご理解とご協力に御礼申し上げる。私たちを取り巻く方々
への尊敬と親しみの心や愛を持って、人と人、地域や社会と繋がり
続け、皆様と共に歩み、共に栃木の発展を支えていけるよう邁進し
ていこう」と挨拶がされた。次に荒金会頭より「何事も強い想いが
あれば、必ず実現できる。40周年の節目を新たな出発点とし、経営
者としての自覚を一層高め、引き続き地域経済の発展と次世代への
継承に力を尽くされることを心より期待する。」と激励の挨拶がされ
た。続いて、大川市長、日本商工会議所青年部 中村副会長をはじめ
とする来賓より、当会のこれまでの活動に対する労いと今後へ期待
を込めた祝辞が述べられた。また、今
後の当会の活動の柱となる中期ビジョ
ンが発表された。
　記念祝賀会は終始和やかな雰囲気で
進行し、ＴＶ等で活躍中の「キツネ」
や栃木市出身の「トップガン」等お笑
いコンビによるライブで会場は賑わ
い、盛況のうちに終了した。
　このたびの本記念式典・祝賀会にご
臨席いただいた皆様と、開催にあたり
ご協力いただいた会員並びに関係者の
皆様には心より御礼を申し上げます。

40周年委員長　長谷川　明

　10月10日、東京都内において「第57回 全国商工会議所女性会連合会全国大会」
が開催され、当会から3名、全国からは約1,400名が出席した。
　開会に先立ち、今年6月にご逝去された畠山会長（東京商工会議所女性会会長）
を追悼し、秋川雅史氏による歌唱が捧げられた。
　大会では久保田副会長・会長職務執行者（大阪商工会議所女性会会長）より「中
小企業や地域を取り巻く環境は依然として厳しい状況にあるが、畠山会長の意思
を引継ぎ、日本最大級の女性経営者団体として存在意義を高めていけるよう、一
丸となり活動してまいりましょう」と挨拶がされた。
　その後、女性起業家大賞をはじめとする各種授賞式も行われたが、受賞者が、
女性特有のライフステージや困難を乗り越え、創意工夫を重ね、事業を力強く展
開されている点が非常に印象的であった。
　全体を通し、各地の女性会や個々の会員による多様な取り組みにも触れ、当会
の今後の事業を検討する上でも非常に有意義な機会となった。

第57回全国商工会議所女性会連合会全国大会参加


